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演劇実験室◉万有引力
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アンフィニー／王様美術　
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一般社団法人  	流山児カンパニー（舞台芸術等総合支援事業（創造団体支援））
独立行政法人日本芸術文化振興会

◉
劇
評
抜
粋  2009 –2012

寺山修司没40年
記念認定事業

寺山修司没後40年
記念認定事業

映
画
『
田
園
に
死
す
』（
一
九
七
四
年
公
開
）は
寺
山
修
司
の
自
伝
的
映
画
と
よ
ば
れ
、

「
世
界
の
テ
ラ
ヤ
マ
」の
名
を
決
定
付
け
た
作
品
。

「
母
殺
し
」、「
家
出
」、「
蛍
火
」、「
恐
山
」な
ど
寺
山
劇
世
界（
ワ
ー
ル
ド
）の
集
大
成
が
、こ
こ
に
あ
り
、

終
生
こ
だ
わ
り
続
け
た
《
記
憶
と
は
何
か
？
》《
私
と
は
何
か
？
》
と
い
う
テ
ー
マ
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

寺
山
作
品
を
世
界
各
地
で
上
演
し
国
際
的
評
価
を
得
て
い
る
流
山
児
★
事
務
所
が
、

映
画
作
品
で
あ
る『
田
園
に
死
す
』を
舞
台
化
し
、二
〇
〇
九
年
の
初
演
時
は
連
日
超
満
員
札
止
め
、

第
44
回
紀
伊
國
屋
演
劇
賞
団
体
賞
受
賞
と
い
う
高
い
評
価
を
得
て
、二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
四
年
に
再
演
。

今
回
、「
再
演
希
望
」の
声
に
応
え
、十
年
ぶ
り
の
上
演
！！

寺
原 作

山修司◉天
脚色・構成・演出

野天街 ◉ J
音 楽

・A・シーザー◉流
芸術監督

山児 祥

振付 夕 沈 （少年王者舘）
美術 水谷雄司
美術補 小林岳郎
照明 小木曽千倉
音響 岩野直人
映像 浜嶋将裕
衣装 竹内陽子
舞台監督 伊東龍彦
演出助手 内河啓介／小林七緒
制作 米山恭子
宣伝美術／絵 花輪和一
宣伝美術／文字 山田勇男

お問い合せ 流
り ゅ う ざ ん じ
山児★事

じ
務
む
所
し ょ

E-mail
mail@ryuzanji.com

TEL［平日13:00–17:00］
03-5272-1785

Web
http://www.ryuzanji.com

下
北
沢

ザ
・ス
ズ
ナ
リ

一　　般 4,500円
流
山
児
★
事
務
所
取
り
扱
い

はじめて割引
（限定 10枚） 4,000円
学生、U25
養成所 2,500円
高校生以下 1,000円
RYUS会員 3,600円

2024年3月14日【木】〜24日【日】 下北沢 ザ・スズナリ 東京都世田谷区北沢 1–45–15 
TEL.03–3469–0511（受付時間11：00–19：00）

開演 14 木 15 金 16 土 17 日 18 月 19 火 20 水 21木 22 金 23 土 24 日
14時 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
19時 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ご注意 	
●演出の都合上、お客様は開場時間（開演の15分前）までにお越しください。

	 ●整理番号順のご入場です。

チ
ケ
ッ
ト
│
日
時
指
定
自
由
席

（
整
理
番
号
つ
き
）

「下北沢駅」東口（小田急線）・中央口（井の頭線）より徒歩５分

第44回紀伊國屋演劇賞団体賞受賞作品

チケットお取り扱い
◯�チケットぴあ（Ｐコード 523–110）
◯イープラス
※割引券は、流山児★事務所のみの取り扱い
※当日券は開演の40分前より劇場入口にて販売

◯流山児★事務所  オンライン予約▶
　E-mail： mail@ryuzanji.com
　TEL.03-5272-1785 
 （平日13：00–17：00）

舞
台
初
日
は
寺
山
の
生
誕
日
。

芸
術
家
へ
の
供
養
は
、
作
品

の
先
鋭
性
を
理
解
し
そ
れ
を
乗
り
越

え
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
成
り
立
つ
。

愛
で
敬
っ
て
い
る
だ
け
で
は
駄
目
な

の
だ
。
寺
山
修
司
の
映
画
『
田
園
に

死
す
』を
戯
曲
に
書
き
換
え
、今
の

地
点
か
ら
寺
山
修
司
の
演
劇
的
手
法

と
生
き
様
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
描
く
。

�

─
─ 

今
野
裕
一
（
演
劇
評
論
家
）

�

『
公
明
新
聞
』

執
拗
に
「
反
復
」
を
炸
裂
さ
せ

る
天
野
天
街
の
く
わ
だ
て

に
、
流
山
児
祥
を
は
じ
め
流
山
児
★

事
務
所
の
不
逞
の
輩
が
ひ
と
り
ひ
と

り
の
炎
を
か
か
げ
騒
然
と
合
流
、
寺

山
修
司
版
「
自
同
律
の
不
快
」
を
今

に
赤
々
と
燃
え
あ
が
ら
せ
る
。	

�

─
─ 

高
橋
敏
夫
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

�

演
劇
雑
誌『
悲
劇
喜
劇
』

映
画
は
、
母
親
と
故
郷
か
ら
の

逃
避
と
そ
の
失
敗
を
描
い
た

自
伝
的
性
格
の
強
い
も
の
で
、
現
代

の
自
分
が
過
去
の
自
分
に
遡
り
、
そ

れ
を
自
伝
と
し
て
映
画
に
撮
る
過
程

を
映
画
に
す
る
と
い
う
二
重
三
重
の

イ
メ
ー
ジ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
独
特
の

映
像
美
で
表
現
さ
れ
て
い
た
。	

�

─
─ 

丸
田
真
悟
（
演
劇
評
論
家
）

�

演
劇
雑
誌『
テ
ア
ト
ロ
』

豪
奢
な
饗
宴
が
収
斂
し
て
い
く

の
は
12
時
05
分
、
寺
山
の
心

音
が
止
ま
る
時
刻
。
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ

な
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ー
ザ
ー
の
音
楽
と
緩

い
夕
沈
ダ
ン
ス
の
幸
福
か
つ
絶
妙
な

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ス
ズ
ナ
リ
の

階
段
を
上
っ
て
い
く
晩
年
の
し
ん
じ

が
少
年
時
代
の
し
ん
じ
に
変
わ
る
ラ

ス
ト
シ
ー
ン
に
じ
ん
わ
り
と
涙
。
寺

山
の
世
界
を
独
自
に
解
体
し
、
見
事

に
脱
構
築
し
た
天
野
ワ
ー
ル
ド
。	

�

─
─
『
日
刊
ゲ
ン
ダ
イ
』
山
田
勝
仁

前
売
開
始 

２
０
２
４
年

１
月
13
日
土
10
時

大
（演劇集団キャラメルボックス）

内 厚 雄 寺
（tsumazuki no ishi）
十 吾

小 川 輝 晃 沖 田　 乱

蒲
（個人企画集団＊ガマ発動期）

公 仁 眞藤ヒロシ

小
（青年団）
寺 悠 介 辻　 京 太

日下部そう 小
（少年王者舘）
林 夢 二

飯
（少年王者舘）
塚 勝 之 森

（少年王者舘）
春 介

新
（少年王者舘／FUKAIPRODUCE羽衣）

部 聖 子

劇団員
募★集

詳細はホームページをご覧ください

来たれ！新人劇
団員

伊 藤 弘 子 小 林 七 緒

里 美 和 彦 平 野 直 美

木 暮 拓 矢 鈴 木 麻 理

荒 木 理 恵 五島三四郎

竹 本 優 希 本 間 隆 斗

山 川 美 優

さとうこうじ

流 山 児 祥




